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港
新
聞
３
面

川

０
８
１
５
０
３

藤

井

井

庶
民
目
線
の
情
報
発
信

灯
消
さ
ず
頑
張
っ
て
！

（
朝あ

さ

霞か

市
・
真ま

下し
も

広ひ
ろ

生み

）

毎
号
隅
々
ま
で
読
ん
で
い
ま

す
。港
区
民
の
様
々
な
生
活
が
、

体
験
が
、
息
遣づ

か

い
が
、
遠
く
埼

玉
の
地
ま
で
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
庶
民
目
線
で
捉
え
た
情
報

は
大
変
貴
重
で
す
。
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
の
功
罪
を
考
え
る
な
ら
港

新
聞
の
役
割
は
大
き
な
も
の
で

す
。
そ
の
報
道
精
神
が
日
本
中

に
広
が
る
こ
と
を
望
ん
で
や
み

ま
せ
ん
。
今
後
と
も
灯ひ

を
消
さ

ず
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
僅わ

ず

か
な

が
ら
カ
ン
パ
送
金
し
ま
し
た
。

あ
ゝ
原
発
よ

（
池
島
１
勝
部
泰や

す

臣お
み

歳
）

ニ
ュ
ー
ス
の
小
出
し
、
そ
し

て

が
分
か
っ
た

と
い
う

後
出
し
。
稲
ワ
ラ
汚
染
な
ど
五

月
に
問
題
に
な
り
か
け
た
の
に

何
だ
今
頃
。
原
発
被
害
（
放
射

能
汚
染
、
廃
棄
物
の
処
理
な
ど

含
む
）
は
私
達
の
前
で
は
い
つ

も

不
確
か
な
も
の

。
唯
一

の
原
爆
被
災
国
で
あ
る
か
ら
こ

そ
本
当
の
こ
と
を
知
り
た
い
。

ア
メ
リ
カ
の
圧
力
か
、
国
民
を

パ
ニ
ッ
ク
に
す
る
こ
と
を
恐
れ

て
い
る
の
か
。
そ
し
て
原
発
再

開
継
続
推
進
論
者
に
問
う
。
あ

な
た
方
に
汚
染
を
防
ぐ
策
は
あ

る
の
か
。
か
つ
て
原
発
反
対
者

は
電
灯
が
消
え
ま
す
よ
と
脅お

ど

さ

れ
、
今
ま
た
豊
か
な
生
活
が
出

来
な
く
な
り
ま
す
よ
と
。
子
や

孫
に
先
々
予
測
も
つ
か
な
い
心

身
の
障
害
を
齎も

た

すら

か
も
知
れ
な

い
不
安
を
抱
え
て
の
豊
か
さ
な

ど
、
本
当
の
幸
せ
で
は
な
い
。

港
消
防
署
員
の
活
躍
に

苦
労
と
温
か
さ
感
じ
た

（
池
島
・

歳
女
性
）

港
消
防
署
員
の
支
援
活
動

（
前
号
１
面
）
を
読
み
、
改
め

て
、
被
災
者
と
現
地
復
興
の
た

め
に
働
い
て
い
る
方
の
ご
苦
労

を
感
じ
ま
し
た
。
署
員
の
方
が

被
災
者
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

と
訴
え
ら
れ
て
胸

が
一
杯
に
な
っ
た
と
い
う
場
面

か
ら
は
、
署
員
の
方
の
人
間
味

と
温
か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
活
動
の
中
で

最
後

は
人
の
力
だ
と
実
感
し
た

と

の
言
葉
か
ら
は
、
重
労
働
だ
っ

た
こ
と
や
署
員
の
使
命
感
が
感

じ
ら
れ
、
人
間
っ
て
ど
ん
な
機

械
よ
り
素
晴
ら
し
い

と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
現
地
の
方
が

関
西
の
人
は
元
気
一
杯
と
聞

い
て
い
る

と
話
し
て
お
ら
れ

た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、

き
っ
と
署
員
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
な
活
動
へ
の
感
謝
の
思
い
も

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ

ま
し
た
。
身
近
な
港
消
防
署
員

の
方
た
ち
が
活
躍
し
て
下
さ
っ

た
こ
と
を
、
本
当
に
嬉
し
く
、

頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

懐
か
し
い
気
分
に
浸
れ
る

随
想

団
塊
つ
れ
づ
れ
草

（
市
岡
・

歳
女
性
）

新
し
く
始
ま
っ
た
エ
ッ
セ
イ

団だ
ん

塊か
い

つ
れ
づ
れ
草ぐ

さ

（
毎
号

４
面
）が
楽
し
み
で
す
。私
た
ち

の
子
供
時
代
の
風
景
を
実
に
的

確
に
、
面
白
く
描
写
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
七
月
号
で
は
三

社
神
社
の
夏
祭
り
が
取
り
上
げ

ら
れ
、読
み
進
む
う
ち
に
、祭
り

の
前
の
賑
わ
い
か
らじ

巡ゅ
ん

行こ
う

な
ど

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
そ
し
て

夜
店
、
花
火

と
私
自
身
体
験

し
た
光
景
が
走そ

う

馬ま

灯と
う

の
よ
う
に

思
い
返
さ
れ
、

あ
あ
、
そ
う

や
っ
た
わ

と
懐
か
し
い
気
分

に
浸
れ
ま
し
た
。
文
章
も
優
し

く
素
敵
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
港

区
の
色
々
な
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
取
り
上
げ
、
楽
し
く
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ
て
下
さ
い
。

国
の
た
め
命
を
さ
さ
げ
た

人
た
ち
に
日
の
丸
の
旗
を

（
築
港
柴
田
セ
ツ
子

歳
）

何
年
も
前
か
ら
祝
日
と
そ
の

前
日
に
は
必
ず
日
の
丸
の
旗
を

立
て
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦
死
し
た
四
つ

上
の
兄
に

日
本
の
た
め
ご
苦

労
さ
ん
で
し
た

と
い
う
気
持

ち
を
届
け
た
い
か
ら
で
す
。
今

の
日
本
が
あ
る
の
は
国
の
た
め

命
を
捧
げ
た
多
く
の
人
た
ち
が

い
る
か
ら
で
す
。
今
は
祝
日
で

も
日
の
丸
を
立
て
る
家
や
会
社

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
せ
め

て
港
区
の
人
だ
け
で
も
と
願
っ

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

て
お
り
ま
す
。

地
域
に
根
付
い
た
商
法

黒
田
屋
さ
ん
頑
張
っ
て

（
三
先
２
・

歳
男
性
）

宝
石
時
計
メ
ガ
ネ
販
売
店

黒
田
屋
さ
ん
（
前
号
５
面
に

記
事
）の
前
は
よ
く
通
り
ま
す
。

今
ま
で
は
何
気
な
く
見
て
い
ま

し
た
が
、
記
事
を
読
ん
で
、
先

代
の
堅
実
な
商
法
で
五
十
年
も

続
い
て
き
た
こ
と
、
お
客
さ
ん

と
の
代
を
継
い
だ
交
流
が
あ
る

こ
と
、
先
代
の
商
法
を
二
代
目

が
守
り
発
展
さ
せ
た
い
と
思
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
知
り
、
見

る
目
が
変
わ
り
ま
し
た
。
儲
け

さ
え
す
れ
ば
い
い
と
い
う
商
売

が
幅
を
利き

か
す
中
、
こ
ん
な
地

域
に
根
付
い
た
お
店
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

読
者
の
作
品
か
ら
辻
悦
子
さ
ん

（
市
岡
元
町
３
）
の
絵
手
紙

■
講
演

う
つ
病
っ
て
ど
ん

な
病
気
？

誰
で
も
か
か
る

可
能
性
の
あ
る
心
の
病
気

う

つ
病

へ
の
正
し
い
理
解
と
適

切
な
治
療
・
対
応
に
つ
い
て
の

講
座
。
九
月
二
日（
金
）十
四

十
六
時
、
港
区
役
所
二
階
集
団

検
診
室
で
。
講
師
は
竹
田
広
枝

医
師
（
ほ
く
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
病

院
）
。
対
象
は
区
内
居
住
者
。

定
員
五
十
名（
申
込
先
着
順
）。

申
込
は
電
話
か
来
所
で
港
区
役

所
保
健
福
祉
課
保
健
活
動
（

六
五
七
六

九
九
六
八
）
へ
。

■
市
岡
下
水
処
理
場

一
般
公

開

汚
れ
た
水
が
よ
み
が
え

る
仕
組
み
を
楽
し
く
学
べ
る

施
設
見
学

（
最
終
十
五
時

半

）を
メ
ー
ン
に
、
下
水
管

内
部
の

実
況
中
継

微
生

物
の
顕
微
鏡
観
察

下
水
道
の

歴
史
を
学
べ
る

上
映

下
水
道
資
源
の
有
効
利
用

手

づ
く
り
お
も
ち
ゃ

等
の
コ
ー

ナ
ー
。
地
球
環
境
に
優
し
い
肥

料
や
透
水
性
レ
ン
ガ
な
ど
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
あ
り
。九
月
十
日（
土
）

十

十
六
時（
小
雨
決
行
）。場

所
は
市
岡
二

一
五

二
五
。

六
五
七
一

三
三
六
三
。

■

港
区
民
音
楽
祭

出
演
グ

ル
ー
プ
を
募
集

音
楽
活
動
を

通
じ
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
担
う
ア
マ
チ
ュ
ア
コ

ー
ラ
ス
・
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ

の
発
表
・
交
流
の
場
と
し
て
十

一
月
十
三
日
（
日
）
に
港
区
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る

第

四
回
港
区
民
音
楽
祭

出
演
グ

ル
ー
プ
を
募
集
。
申
込
資
格
は

区
内
で
活
動
し
て
い
る
コ
ー
ラ

ス
又
は
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
。

申
込
は
来
館
か

で
。
八

月
二
十
八
日
（
日
）
〆
切
。
問

合
せ
は

大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
会
港
区
支
部
協
議
会
（

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
、

六
五
七
二

〇
二
七
四
）へ
。

■

（
緑
の
地
球
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）

中
国
山
西
省
大
同

市
の
黄こ

う

土ど

高
原
で
一
九
九
二
年

か
ら
緑
化
協
力
を
続
け
る
認
定

特
定
非
営
利
活
動
法
人
。
地
球

環
境
の
た
め
国
境
を
越
え
て
力

を
合
わ
せ
て
い
る
。
協
力
法
は

会
員
に
な
る

年
会
費
一
万

二
千
円

会
報
を
購
読
す
る

年
間
二
千
円

カ
ン
パ
す
る

金
額
自
由

絵
は
が
き

黄
土

高
原
の
花

を
購
入
す
る

八

枚
組
三
百
円

ビ
デ
オ

よ
み

が
え
る
森

を
購
入
す
る

三

十
分
五
千
円

古
切
手
・
書
き

損
じ
は
が
き
等
を
送
る

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
な
る

会
報
発
送

な
ど

詳
細
は
事
務
所
（
市
岡

一

四

二
四

五
階

六
五

七
六

六
一
八
一
）
へ
。

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が

自
閉

症
児
の
体
や
心
が
少
し
で
も
楽

に
な
れ
ば

と
始
め
た
。

気

楽
な
参
加

を
呼
び
か
け
。
参

加
費
無
料
。
要
予
約
。
毎
月
第

二
・
第
四
土
曜
の
十
五
時

十

八
時
に
松
井
整
骨
院
内
で
。
弁

天
四

一
〇

二
六
、

六
五

七
二

一
一
六
五
。

容
施
設
の
中
心
と
な
る
体
育
館

は
、
三
年
前
の
未
耐
震
棟
が
五

棟
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
は

一
棟
を
残
す
だ
け
。
こ
れ
ら
を

見
る
限
り
、
港
区
の
学
校
耐
震

化
は
着
実
に
前
進
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

◆
望
ま
れ
る
一
層
の
充
実

そ
の
一
方
で
、

体
育
館
に

冷
暖
房
設
備
が
な
い

こ
と
に

注
目
し
、

災
害
は
季
節
を
選

ば
ず
、
避
難
者
の
中
に
は
高
齢

者
、
病
弱
者
も
多
く
含
ま
れ
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
冷
暖
房
設

備
も
計
画
的
に
整
備
す
べ
き

（

津
波
高
潮
対
策
築
港
の
会

の
山
田
博
之
事
務
局
長
）
と
の

指
摘
も
あ
り
ま
す
。

区
内
の
学
校
耐
震
化
が
着
実

に
前
進
し
て
い
る
と
は
い
え
、

災
害
対
策
に
百

は
な
い

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
全
棟
耐
震

化
の
早
期
完
了
は
も
ち
ろ
ん
、

体
育
館
の
冷
暖
房
化
に
向
け
て

も
、
行
政
に
よ
る
施
策
の
一
層

の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

港区内

冷
暖
房
化

な
ど
課
題

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て

地
震
な
ど
災
害
時
の
避
難
収

容
所
と
な
る
学
校
の
耐
震
性
は

大
丈
夫
？

と
い
う
声
が
読
者

か
ら
あ
り
、
大
阪
市
教
育
委
員

会
と
大
阪
府
教
育
委
員
会
の
担

当
部
署
に
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
今
年
四
月

一
日
現
在
、
港
区
内
の
市
立
・

府
立
の
学
校
・
園
（
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
合
わ

せ
て
二
十
）
の
全
建
物
百
十
一

棟
の
う
ち
、
耐
震
化
が
終
わ
っ

て
い
る
の
は
百
一
棟
（
九
〇
・

一

）
。
特
に
小
中
学
校
で
は

耐
震
化
が
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま

す

下
表
参
照
。

こ
れ
は
大
阪
市
立
校
平
均
値

九
五
・
三

（
今
年
四
月
一
日

現
在
）
と
比
べ
る
と
や
や
見
劣

り
が
し
ま
す
が
、
府
立
校
平
均

値
六
九
・
五

（
同
）
や
全
国

の
公
立
小
中
学
校
の
平
均
値
七

三
・
三

（
昨
年
四
月
一
日
現

在
）
と
比
べ
る
と
、
相
当
進
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。

◆

年
度
中
に
完
了
へ

で
は
、
ま
だ
耐
震
性
の
な
い

十
棟
（
九

）
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
市
教
委
と
府
教

委
に
よ
る
と
、

市
岡
中
学
校

の
体
育
館
は
平
成
二
十
五
年
度

中
に

三
先
幼
稚
園
の
園
舎
は

今
年
度
中
に

港
高
校
の
特
別

教
室
は
平
成
二
十
六
年
度
中
に

市
岡
高
校
の
教
室
は
平
成
二

十
六
年
度
中
に

そ
れ
ぞ
れ
耐

震
改
修
を
終
え
る
こ
と
に
よ

り
、
区
内
全
棟
の
耐
震
化
を
完

了
す
る
と
し
て
い
ま
す
（
市
岡

商
業
高
校
の
校
舎
な
ど
六
棟
は

来
年
三
月
で
同
校
が
廃
校
に
な

る
た
め

使
用
廃
止

）
。

◆
３
年
間
で
着
実
前
進

ま
た
、
今
回
の
数
値
を
三
年

前
（
平
成
二
十
年
四
月
）
と
比

べ
る
と
、
市
立
学
校
・
園
で
は

耐
震
化
率
が
約
八
割
か
ら
約
九

割
へ
と
増
加
。
中
で
も
避
難
収

災
害
時
の
避
難
収
容
所
と
な
る

学
校
の
安
全
性
を
区
民
は
求
め

て
い
ま
す
（
写
真
は
全
棟
耐
震

化
が
完
了
し
て
い
る
波
除
小
）

港区の学校園施設の耐震状況

平成 年４月１日現在（大阪市と大阪府の公表資料から抜粋）

学校園名 全棟数 耐震化棟数 未耐震化棟数 耐震化率
市岡小学校 ５ ５ ０
磯路小学校 ３ ３ ０
三先小学校 ７ ７ ０
田中小学校 ５ ５ ０
八幡屋小学校 ７ ７ ０
波除小学校 ９ ９ ０
築港小学校 ６ ６ ０
南市岡小学校 ３ ３ ０
港晴小学校 ４ ４ ０
弁天小学校 ４ ４ ０
池島小学校 ５ ５ ０
市岡中学校 ８ ７ １
港中学校 ４ ４ ０
港南中学校 ６ ６ ０
市岡東中学校 ５ ５ ０
築港中学校 ４ ４ ０
市岡商業高校 ８ ２ ６
三先幼稚園 １ ０ １
港高校 ７ ６ １
市岡高校 ９ １
全学校園
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